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■本定例会で審議された議案とその結果
議案番号 件　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第58号 日田市福祉バスの設置、管理及び運行に関する条例の廃止について 原案可決（全会一致）
議案第59号 日田市認可地縁団体の印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正について 〃
議案第60号 日田市特別職の職員の給与等に関する条例の一部改正について 〃

議案第61号 日田市議会議員の議員報酬並びに費用弁償及び期末手当に関する条例の
一部改正について 〃

議案第62号 日田市バイオマス資源化センターの設置に関する条例等の一部改正について 原案可決（多　　数）
議案第63号 字の区域の変更について 原案可決（全会一致）
議案第64号 専決処分（令和8年度日田市一般会計補正予算（第2号））の承認について 原案承認（全会一致）
議案第65号 令和8年度日田市一般会計補正予算（第3号） 原案可決（全会一致）
議案第66号 令和8年度日田市介護保険特別会計補正予算（第1号） 〃
議案第67号 令和8年度日田市下水道事業会計補正予算（第1号） 〃
議案第68号 日田市教育委員会委員の任命について 原案同意（全会一致）
議案第69号 日田市情報公開・個人情報保護審査会委員の委嘱について 〃
議案第70号 人権擁護委員の推薦について 〃
認 定 第 １ 号 令和7年度日田市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について 継続審査（全会一致）
認 定 第 ２ 号 令和7年度日田市公営企業会計決算の認定について 〃
請 願 第 ３ 号 ひきこもり基本法の制定を求める意見書採択に関する請願 採　　択（全会一致）
請 願 第 ４ 号 地方財政の充実・強化を求める意見書提出に関する請願 〃
請 願 第 ５ 号 非核三原則の堅持を求める意見書の提出を求める請願書 不採択（可否同数・議長裁決）
意見書案第3号 ひきこもり基本法の早期制定を求める意見書 原案可決（全会一致）
意見書案第4号 地方財政の充実・強化に関する意見書 〃
議員提出議案第4号 日田市議会決算審査特別委員会の設置について 〃
議員提出議案第5号 議員派遣の件について 〃

　本定例会では、条例の一部改正、令和8年度一般会計補正予算など、22件の議案等について
審査を行い、次のとおり決定しました。

9/2 〜 9/25　24日間令和8年 第3回（9月）定例会

議 案 番 号

議
決
結
果

賛否
会派名等、議員名及び賛否の別　※1

市政クラブ 新世ひた 市民クラブ 日本共産党 公明党 無所属

賛
　
成

反
　
対

原
田
　
裕
文

財
津
　
幹
雄

岩
見
　
泉
哉

梅
原
　
竜
也

宮
﨑
　
陽
治

中
𠩤𠩤
　
晴
剛

崎
尾
　
亮
介

居
川
　
太
城

石
橋
　
邦
彦

坂
本
　
盛
男

三
苫
　
　
誠

佐
藤
　
孝
彰

井
上
正
一
郎

梶
原
　
信
幸

中
島
　
章
二

今
井
　
美
保

日
隈
　
知
重

大
谷
　
敏
彰

松
野
　
勝
美

坂
本
　
　
茂

髙
倉
　
貴
子

議 案 第62号 可　決 18 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※2 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○
請 願 第 ５ 号 不採択 10 10 ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※1  「○」は賛成、「●」は反対（不賛成）を表します。
※2  議長（三苫誠）は、可否同数のとき又は特別多数議決のとき以外は表決に加わりません。
※3  請願第5号は、採決の結果、可否同数であったため、議長の裁決により不採択となりました。
　　 （上表では、議長（三苫誠）の欄に●を記載していますが、賛否欄の数には含めていません）

令和8年第3回定例会　賛否の状況
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令和8年第3回定例会　賛否の主な討論の内容
■議案第62号（反対討論）
　本議案は施設の停止だけでなく、令和9年3
月末で生ごみの受け入れを停止し、4月から生
ごみを、燃やすごみと一緒に焼却するという市の
ごみ処理の方向転換である。市の一般廃棄物処
理基本計画はごみの排出抑制と資源化を目指し
ているにもかかわらず、今後どれだけが燃やす
ごみに回るのか、その増加分をどれだけ減らす
のか、その見通しがわからない。市は食品ロス
の削減や生ごみ処理機の購入補助を進めている
ものの、処理機をどれだけの世帯に普及させ、
焼却量をどれだけ減らすのかという数値目標が
まだ設定されていないため、反対するもの。
■請願第3号（賛成討論）
　本請願はひきこもりを本人の甘えや家族の責
任ではなく、社会全体で受けとめ、本人の尊厳
と意思を尊重した支援を進めるため、国に対して
ひきこもり基本法の制定を求めるものである。
内閣府が令和5年3月に公表した調査では、ひ
きこもり状態にある人は15歳から64歳までで
全国約146万人と推定されている。ひきこもり
は学校や職場でのつまずき、人間関係の困難な
ど様々な要因が複雑に重なって生じるものであ
り、偏見や誤解によって相談すること自体が難し
くなり、孤立が深まることが大きな課題であるた
め、賛成するもの。
■請願第5号（反対討論）
　日本は世界で唯一の戦争被爆国であり、これ
まで果たしてきた歴史的役割、核拡散防止条約
（NPT）体制への信頼性、国内世論など簡単に看
過できるものではないが、わが国の地政学的環
境は世界でも最も核の脅威にさらされた地域に
あり、「非核三原則」の裏付けである「日米安全
保障条約」いわゆる米国の「核の傘」の有効性は
極めて懐疑的である。このような中、政府は戦
後80年「拡大抑止」の議論をタブー視し、議論
してこなかった。民主主義国家としてこのような
無責任なことはなく、国家国民は誰が守るのか。
日本は直ちに「核保有国」になるという事ではな
く、政府には「非核三原則」は堅持しつつ、まず
は核について柔軟かつ冷静にそして真剣に議論、
検討する国であるという姿勢を国民そして世界
へ示すべきであると考え、反対するもの。
■請願第5号（賛成討論）
　高市政権は安全保障関連3文書の年内改定を
目指しており、非核三原則を見直す方向であると

されている。非核三原則は1967年に佐藤栄作
首相の表明に始まり、複数の国会決議に盛り込
まれた我が国の国是である。戦争で核兵器の攻
撃を受けた唯一の国として牽引的役割を果たす
べき日本が非核三原則を放棄することは絶対に
許されない。高市政権発足から今年7月末まで
だけでも、全国の36都道府県の128議会から
意見書が提出され、国会での意見書の受理が始
まった2000年7月以降最多となっており、さら
に採択が広がりつつあることも踏まえ、賛成する
もの。
■請願第5号（反対討論）
　日田市議会は平成22年9月21日に非核三原
則の早期法制化を求める意見書を採択しており、
すでに国に対して明確な意思を示している。改め
て意見書を提出する必要性が薄い。また、今回
の請願は非核三原則そのものにとどまらず、核
抑止や核兵器禁止条約など、我が国の安全保障
政策のあり方にも踏み込んでおり、これらについ
ては慎重に議論すべき課題であり、これらを一括
して日田市議会の意思として国に示すことについ
ては慎重であるべきと判断することから、反対す
るもの。
■請願第3号、請願第5号（賛成討論）
　請願第3号について、ひきこもりは学校や職
場でのつまずき、人間関係の困難など様々な要
因が重なって生じるもので誰にでも起こり得る身
近な社会問題であり、本人や家族は誤解や偏見
にさらされ孤立を深めている。相談窓口や居場
所づくり、家族支援などの体制には地域差があり、
どこに住んでいるかによって支援の質や量が左右
される状況は看過できない。国が基本理念を示
し、国と地方自治体の責務を明確にし、継続的
な実態調査と施策の検証を行う法的基盤を整え
ることは地方自治体が安定して支援を進める上
で大きな意義を持つため、賛成するもの。
　請願第5号について、非核三原則は広島と長
崎への原子爆弾投下による惨禍を再び起こして
はならないという決意を背景に、1971年に国
会で決議されたものである。この原則は被爆者
の願いと国民の平和への思いを受け継ぐ日本の
重要な約束であり、国民の中に非核三原則の形
骸化を懸念する声が上がっている。非核三原則
の3つの原則は一体として守られてこそ意味を
持つため、賛成するもの。
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市政に反映
　皆さんの声

　令和8年第3回定例会では、9月9、10、11日の3日間にわたり一般質問が行われ、
17人の議員が諸問題について質問しました。それぞれの質問の中から、その要旨をお
知らせします。

　会議は、公開を原則としていますので、どなたでも傍聴する
ことができます。車いす（3台分）での傍聴もできます。
　皆さんのお越しをお待ちしています。

議会をご覧になりませんか

一 般 質 問
質 

問
三
隈
川
の
清
流
復
活
・
水
郷
ひ
た
の

再
生
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う

回 

答
水
郷
ひ
た
の
再
生
は
今
を
生
き
る
私

た
ち
の
責
任
で
あ
る
。
市
の
組
織
全

体
で
誰
も
が
誇
れ
る
美
し
い
川
を
取

り
戻
す
た
め
全
力
で
取
り
組
む

質
問
　
九
州
地
方
整
備
局
へ
の
要
望

の
一
つ
で
あ
る
松
原
ダ
ム
湖
し
ゅ
ん 

せ
つ
が
実
施
予
定
と
聞
く
が
、
そ
の

計
画
の
内
容
を
伺
う
。

部
長
　
試
行
的
に
ダ
ム
湖
中
、
上
流

部
か
ら
１
０
０
０
㎥
を
掘
削
し
、
ダ

ム
湖
下
流
域
に
置
き
砂
と
し
て
残
地

す
る
。
こ
の
砂
を
洪
水
時
の
放
流
の

力
を
利
用
し
て
下
流
に
供
給
す
る
こ

と
で
河
川
浄
化
作
用
が
高
ま
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

質
問
　
今
回
の
要
望
の
中
で
三
隈
川

隈
裏
湛
水
域
の
水
質
改
善
及
び
、
夜

明
ダ
ム
地
点
の
魚
類
回
遊
対
策
が
あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
取
扱
い
は
ど
う
な

る
の
か
。

部
長
　
こ
れ
ら
の
要
望
は
水
郷
ひ
た

の
清
流
復
活
に
む
け
た
取
組
で
あ
る
。

粘
り
強
く
協
議
を
進
め
た
い
。

質
問
　
水
辺
の
郷
お
お
や
ま
前
バ
ス

停
の
利
用
者
の
安
全
を
考
え
た
改
善

は
で
き
な
い
か
伺
う
。

部
長
　
現
在
、
北
側
駐
車
場
と
植
栽

部
分
を
改
修
し
、
バ
ス
レ
ー
ン
を
新

た
に
設
置
す

る
方
向
で
検

討
を
進
め
て

い
る
。

新世ひた

石橋　邦彦 議員
三隈川
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一 般 質 問

一 般 質 問

質 

問

質 

問

回 
答

回 

答

質
問
　
追
悼
式
に
自
治
会
長
の
出
席

が
少
な
い
よ
う
だ
が
。

部
長
　
以
前
は
パ
ト
リ
ア
大
ホ
ー
ル

で
の
開
催
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
出
席
者
も
減
少
し
、
遺
族
会
と

も
協
議
し
て
自
治
会
理
事
の
み
の
案

内
と
し
た
。

質
問
　
空
き
家
バ
ン
ク
に
引
っ
越
し

て
く
る
移
住
者
は
行
政
も
把
握
し
、

い
ろ
い
ろ
な
支
援
策
が
あ
る
が
、
そ

う
で
な
い
移
住
者
へ
の
支
援
策
は
ど

う
か
。

部
長
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
転
入
窓
口

に
チ
ラ
シ
を
用
意
し
て
い
る
。
ま
た

該
当
者
に
は
支
援
策
の
案
内
を
送
っ

て
い
る
。

質
問
　
周
辺
地
域
の
若
年
層
が
激
減

し
、
高
齢
化
率
が
上
昇
し
て
お
り
、

地
域
維
持
が
厳
し
い
状
況
だ
が
。

市
長
　
そ
う
い
う
現
状
は
い
ろ
い
ろ

な
地
域
に
出
向
い
て
把
握
し
て
い
る
。

高
齢
で
あ
っ
て
も
出
番
を
つ
く
っ
て

支
え
合
う
こ
と
、
移
動
支
援
の
輪
も

広
が
っ
て
い
る
。
女
性
、
若
者
が
参

画
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
大
切
で

あ
る
。

遺
族
の
参
加
が
減
る
な
か
で
今
後
ど

う
し
て
い
く
か
関
係
者
で
協
議
す
る

戦
没
者
追
悼
式
の
在
り
方
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か

質
問
　
上
下
水
道
事
業
へ
の
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
と
赤
字
補
填
繰
入

金
の
状
況
を
伺
う
。

局
長
　
繰
入
金
は
上
下
水
道
事
業
合

わ
せ
て
、
毎
年
約
８
億
か
ら
９
億
円
、

そ
の
内
赤
字
補
填
が
約
１
億
か
ら

１
億
５
千
万
円
で
、
今
後
人
口
減
少

等
で
繰
入
金
は
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

質
問
　
住
民
説
明
会
を
受
け
て
、
広

報
ひ
た
で
、「
市
は
上
下
水
道
事
業
を

民
営
化
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
」と

記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
唐
突

の
発
表
は
な
ぜ
か
。

局
長
　
市
民
に
対
し
て
民
営
化
の
誤

解
を
解
き
、
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
。

質
問
　
今
回
の
住
民
説
明
会
で
、
包

括
的
民
間
委
託
が
民
営
化
に
つ
な
が

る
も
の
と
不
安
に
感
じ
る
人
が
多
か

っ
た
と
あ
る
が
、
不
安
に
感
じ
さ
せ

た
当
局
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

局
長
　
参
加
者
に
理
解
を
得
ら
れ
る

十
分
な
説
明
や
対
応
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
、
準
備
不
足
等
を
反
省
す

べ
き
点
が
数
多
く
あ
っ
た
。

早
急
な
導
入
に
は
、
慎
重
な
検
討
が

必
要
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

排
除
す
る
こ
と
な
く
検
討
判
断
す
る

上
下
水
道
事
業
の
包
括
的
民
間
委
託

に
対
す
る
市
当
局
の
動
き
を
一
旦
中

止
す
る
考
え
は
な
い
の
か
伺
う

市政クラブ

財津　幹雄 議員

市政クラブ

原田　裕文 議員
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一 般 質 問

一 般 質 問

質 

問

質 

問

回 
答

回 

答

質
問
　
市
は
下
水
道
事
業
の
包
括
的

民
間
委
託（
10
年
契
約
）を
検
討
し
て

い
る
。
技
術
的
に
監
視
で
き
る
職
員

体
制
を
ど
の
よ
う
に
維
持
す
る
の
か
。

局
長
　
雨
水
対
策
な
ど
の
積
算
や
施

工
管
理
の
一
部
業
務
を
直
営
と
し
て

残
す
。
市
が
責
任
を
持
っ
て
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
な
ど
の
履
行
確
認
を
行
う
。

質
問
　
技
術
者
の
必
要
数
は
28
人
と

考
え
て
よ
い
か
。

局
長
　
そ
こ
ま
で
の
人
員
確
保
は
、

今
後
に
つ
い
て
も
難
し
い
。
現
状
の

職
員
数
は
維
持
し
た
い
。

質
問
　
現
状
維
持
で
、
民
間
事
業
者

を
監
督
で
き
る
の
か
。

局
長
　
現
実
的
に
は
厳
し
い
状
況
。

や
っ
て
い
く
し
か
な
い
。

質
問
　
10
年
後
に
適
切
で
な
い
と
判

断
し
て
も
、
技
術
者
が
い
な
け
れ
ば

後
戻
り
で
き
な
い
。
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

市
長
　
10
年
後
も
複
数
の
選
択
肢
か

ら
最
も
適
切
な
運
営
方
法
を
選
べ
る

よ
う
努
め
た
い
。

現
実
的
に
は
厳
し
い
状
況
。
や
っ
て

い
く
し
か
な
い

現
状
の
職
員
体
制
で
民
間
事
業
者
を

監
督
で
き
る
の
か

質
問
　
夏
休
み
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
利
用
コ
ー
ス
変
更
が
保
護
者
に

周
知
さ
れ
た
の
が
６
月
26
日
の
18
時

近
く
で
あ
り
、
提
出
期
限
の
６
月
末

ま
で
土
日
を
挟
め
ば
実
質
２
日
間
し

か
な
か
っ
た
。
周
知
か
ら
提
出
期
限

ま
で
が
短
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

市
は
ど
の
様
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

部
長
　
６
月
26
日
の
お
知
ら
せ
の
趣

旨
は
、
夏
休
み
利
用
料
金
の
計
算
方

法
の
理
解
を
深
め
る
も
の
で
、
利
用

料
金
に
よ
っ
て
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
を
た
め
ら
う
こ
と
の
な
い
よ
う

に
来
年
度
か
ら
よ
り
丁
寧
で
分
か
り

や
す
い
周
知
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問
　
利
用
者
の
声
と
し
て
毎
日
の

忙
し
さ
や
ひ
と
り
親
世
帯
の
余
裕
の

無
さ
は
勘
案
さ
れ
な
い
の
か
。
毎
日

多
く
の
プ
リ
ン
ト
を
保
護
者
は
受
け

取
り
、
忙
し
い
方
が
適
時
、
ア
プ
リ

で
確
認
で
き
る
の
か
。

部
長
　
夏
休
み
の
利
用
料
金
を
考
え

る
と
、
大
変
複
雑
で
あ
り
資
料
も
分

か
り
に
く
い
点
は
反
省
を
す
べ
き
と

考
え
、
今
後
は
分
か
り
や
す
い
資
料

作
り
と
周
知
を
考
え
て
い
き
た
い
。

来
年
度
か
ら
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い

事
前
周
知
に
努
め
た
い

保
護
者
へ
の
周
知
期
間
が
短
か
っ
た

認
識
は
？

新世ひた

居川　太城 議員

日本共産党

日隈　知重 議員

放課後児童
クラブの様子

作成者：日隈　知重
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一 般 質 問

一 般 質 問

質 

問

質 

問

回 
答

回 

答

質
問
　
旧
広
域
農
道（
市
道
亀
石
女
子

畑
１
号
線
等
）の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
な

ど
の
白
線
が
消
え
て
い
る
と
い
う
苦

情
が
あ
る
が
、
こ
の
道
路
の
整
備
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長
　
本
路
線
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
等

に
は
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
む
車
も
多
く

重
要
路
線
と
認
識
し
て
い
る
。
区
画

線
が
消
え
て
い
る
状
況
は
事
故
の
リ

ス
ク
を
高
め
る
要
因
で
あ
る
た
め
予

算
確
保
に
努
め
る
。

質
問
　
市
は
天
瀬
農
業
公
園
の
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
た
が
不

調
に
終
わ
っ
て
い
る
。
原
因
と
再
公

募
内
容
を
伺
う
。

部
長
　
不
調
の
原
因
と
し
て
は
ガ
ラ

ス
ハ
ウ
ス
と
そ
の
周
辺
、
食
堂
や
畑

等
の
部
分
貸
が
原
因
で
不
調
と
な
っ

た
。
今
回
は
公
園
を
一
体
的
に
活
用

出
来
る
よ
う
に
し
、
建
物
及
び
土
地

全
体
を
貸
し
付
け
対
象
に
拡
大
し
た
。

質
問
　
市
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
企

業
に
貸
出
し
た
い
か
希
望
は
あ
る
か
。

部
長
　
雇
用
の
創
出
、
地
域
経
済
の

波
及
効
果
、
周
辺
環
境
と
の
調
和
等

に
繋
が
る
よ
う
な

事
業
を
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

区
画
線
が
消
え
て
い
る
状
況
は
事
故

の
リ
ス
ク
を
高
め
る
要
因
で
あ
る
た

め
予
算
確
保
に
努
め
る

市
道
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
等
の
整
備

状
況
に
つ
い
て
伺
う

質
問
　
市
内
で
今
回
の
速
度
引
き
下

げ
対
象
と
な
る
道
路
の
割
合
は
。

部
長
　
幅
員
5.5
ｍ
未
満
の
市
道
を
対

象
と
す
る
と
、
延
長
約
９
４
４
㎞
、

市
道
の
約
８
割
と
な
る
。

質
問
　
今
回
の
改
正
と
は
別
に
住
民

か
ら
の
速
度
に
関
す
る
危
険
要
望
に

は
、
警
察
署
と
連
携
し
確
実
に
対
応

す
べ
き
で
あ
る
。

部
長
　
市
が
要
望
を
受
け
付
け
て
警

察
へ
詳
細
を
伝
え
、
対
策
や
規
制
を

協
議
す
る
。

質
問
　
通
学
路
な
ど
の
危
険
箇
所
に

対
す
る
具
体
的
な
安
全
対
策
の
内
容

を
示
し
て
欲
し
い
。

部
長
　
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
等
の
視
覚
的

対
策
や
点
検
を
通
じ
、
ハ
ー
ド
と
ソ

フ
ト
で
対
応
す
る
。

質
問
　
こ
の
他
、
市
の
発
注
に
お
け

る
適
切
な
価
格
転
嫁
の
推
進
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
、
極

め
て
有
効
な
対
策
で
あ
る

本
年
９
月
１
日
か
ら
、
生
活
道
路
の

法
定
速
度
が
時
速
30
㎞
に
引
き
下
げ

ら
れ
た
こ
と
へ
の
認
識
は
？

市民クラブ

梶原　信幸 議員

市政クラブ

岩見　泉哉 議員

通学路のブルーライン
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一 般 質 問

一 般 質 問

質 

問

質 

問
回 

答

質
問
　
相
談
窓
口
に
自
ら
相
談
す
る

事
が
難
し
い
方
を
支
援
に
つ
な
げ
る

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

ど
の
よ
う
な
方
法
で
把
握
し
て
い
く

の
か
伺
う
。

部
長
　
地
域
住
民
が
集
ま
る
拠
点
へ

の
訪
問
や
関
係
者
と
の
良
好
な
関
係

性
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
把
握
で
き

て
い
な
い
方
へ
支
援
が
届
け
ら
れ
る

よ
う
、
把
握
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
重
層
的
支
援
の
中
で
の
参
加

支
援
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
支

援
を
想
定
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

部
長
　
支
援
対
象
者
や
世
帯
の
ニ
ー

ズ
、
抱
え
て
い
る
課
題
な
ど
を
把
握

し
、地
域
の
社
会
資
源
や
支
援
メ
ニ
ュ

―
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
、

本
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
、
き
め

細
や
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

質
問
　
重
層
的
支
援
に
よ
っ
て
、
市

民
の
暮
ら
し
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に

な
る
こ
と
を
目
指
す
の
か
伺
う
。

部
長
　
困
り
を
抱
え
た
方
が
制
度
や

支
援
の
は
ざ
ま
に
陥
る
事
の
な
い
よ

う
、
ま
た
、
世
代
や
属
性
を
問
わ
ず

幅
広
い
支
援

を
可
能
と
し

て
い
こ
う
と

す
る
も
の
と

考
え
る
。

包
括
的
に
相
談
を
受
け
止
め
、
多
機

関
協
働
事
業
に
つ
な
ぐ
支
援
の
枠
組

み
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た

重
層
的
支
援
体
制
事
業
が
開
始
さ
れ
、

何
が
変
わ
っ
た
の
か
伺
う

質
問
　
社
会
教
育
士
と
い
う
専
門
職

員
の
い
る
公
民
館
を
拠
点
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
市
長
・
教
育

長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
社
会
教
育
士
な
ど
の
専
門
職

員
も
配
置
さ
れ
て
い
る
公
民
館
が
地

域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
、

よ
り
効
果
的
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、

教
育
委
員
会
と
も
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

教
育
長
　
社
会
教
育
士
と
し
て
専
門

的
な
知
識
と
経
験
を
、
あ
ら
ゆ
る
場

所
や
機
会
に
、
学
習
活
動
と
地
域
づ

く
り
活
動
を
結
び
つ
け
、
学
び
の
成

果
を
地
域
の
実
践
に
つ
な
げ
て
い
く

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
で
の
取
組
は
ま

す
ま
す
期
待
さ
れ
て
い
る
。

質
問
　
危
機
管
理
上
、
教
頭
・
養
護

教
諭
は
不
可
欠
、
県
へ
の
配
置
要
望

を
強
く
行
う
の
か
伺
う
。

教
育
長
　
こ
れ
ま
で
も
行
っ
て
き
て

い
る
が
、
改
め
て
日
田
市
の
実
態
、

困
り
な
ど
独
自
の
要
望
も
行
う
。

回 
答

学
び
を
通
じ
た
人
づ
く
り
・
つ
な
が
り
づ

く
り
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
、
社
会
教
育

士
と
し
て
学
習
と
地
域
づ
く
り
を
結
び
つ

け
る
取
組
へ
の
期
待
は
高
ま
っ
て
い
る

社
会
教
育
士
の
い
る
公
民
館
を
拠
点

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う

中島　章二 議員
市民クラブ

市政クラブ

中𠩤𠩤𠩤𠩤𠩤 議員
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一 般 質 問

一 般 質 問

質 

問

質 

問
回 

答

質
問
　
大
雨
で
避
難
所
ま
で
の
道
路

が
冠
水
し
た
場
合
の
対
応
を
伺
う
。

部
長
　
代
替
経
路
を
確
保
し
、
早
期

避
難
を
呼
び
か
け
必
要
に
応
じ
経
路

を
変
更
す
る
。

質
問
　
大
規
模
地
震
が
真
夏
に
起
き
、

多
数
の
避
難
者
が
発
生
し
た
ら
、
夏

場
で
あ
っ
て
も
避
難
所
は
安
全
な
の

か
。

部
長
　
収
容
人
数
に
つ
い
て
は
想
定

避
難
者
数
を
上
回
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
気
温
へ
の
配
慮
は
こ
れ
か
ら
の

取
組
と
な
る
。

質
問
　
停
電
時
の
空
調
用
非
常
電
源

に
つ
い
て
伺
う
。

部
長
　
電
源
車
等
を
借
り
受
け
る
。

た
だ
し
、
初
動
ま
で
に
は
一
定
の
時

間
を
要
す
る
。

質
問
　
北
九
州
市
が
実
証
実
験
を
行

っ
た
体
育
館
で
の
家
庭
用
エ
ア
コ
ン

等
の
分
散
型
方
式
も
検
討
で
き
る
か
。

部
長
　
他
自
治
体
も
参
考
に
し
、
教

育
部
局
と
調
整
を
進
め
る
。
紹
介
い

た
だ
い
た
方
式
も
検
討
対
象
。

人
数
は
収
容
可
能
だ
が
気
温
へ
の
配

慮
は
こ
れ
か
ら

真
夏
に
大
規
模
地
震
が
起
き
た
ら
避

難
所
は
機
能
す
る
の
か

質
問
　
今
年
度
か
ら
移
動
販
売
事
業

の
新
規
参
入
者
に
は
県
か
ら
補
助
が

出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
移
動
販
売
車

は
買
物
支
援
だ
け
で
な
く
、
見
守
り

活
動
な
ど
の
福
祉
と
の
連
携
や
雇
用

創
出
と
い
っ
た
地
域
活
性
化
、
住
み

慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
の

点
に
関
し
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

部
長
　
本
市
で
は
見
守
り
に
つ
い
て

は「
ひ
た
高
齢
者
等
見
守
り
安
心
ネ
ッ

ト
」を
構
築
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
移

動
販
売
事
業
者
も
含
ま
れ
て
い
る
。

今
後
、
買
物
困
難
者
の
状
況
を
的
確

に
把
握
す
る
と
と
も
に
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
も
努
め
て
、
他
市
の
よ
い
と
こ

ろ
、
参
考
に
な
る
と
こ
ろ
も
調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
　
う
き
は
市
の
よ
う
に
既
存
の

事
業
者
に
も
何
ら
か
の
補
助
で
き
る

よ
う
に
県
に
働
き
か
け
て
ほ
し
い
が
。

部
長
　
補
助
金
に
関
し
て
は
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
等
、
県
と
協
議
を
や
っ

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

質
問
　
こ
の
他
、
災
害
時
の
ト
イ
レ

支
援
や
伸
ば
す
教

育
に
つ
い
て
な
ど

質
問
し
た
。

回 
答

今
年
度
か
ら
県
は
買
物
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
立
ち
上
げ
を
補
助
対
象
と
し
て
い
る

日
田
市
で
は
今
の
と
こ
ろ
既
存
の
移
動

販
売
事
業
者
へ
の
補
助
は
な
い

移
動
販
売
事
業
者
へ
の
補
助
に
つ
い

て
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

市民クラブ

今井　美保 議員

市政クラブ

崎尾　亮介 議員
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一 般 質 問

一 般 質 問

質 

問

質 

問

回 
答

回 

答

質
問
　
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
間

も
大
変
暑
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、

そ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
登
下
校
時
に
お
け
る
熱
中

症
対
策
グ
ッ
ズ
に
つ
い
て
は
、
本
人

や
家
庭
の
判
断
で
活
用
す
る
よ
う
周

知
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問
　
下
校
時
も
大
変
暑
い
時
間
帯
。

保
冷
剤
や
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
を
下
校

時
に
使
え
る
よ
う
冷
凍
庫
設
置
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
長
　
冷
凍
庫
の
設
置
も
検
討
し

て
い
る
。
今
後
も
設
置
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

質
問
　
コ
ン
ポ
ス
ト
や
ゴ
ミ
処
理
機

な
ど
の
申
請
状
況
を
伺
う
。

部
長
　
コ
ン
ポ
ス
ト
が
１
６
１
個
、

ぼ
か
し
容
器
が
46
個
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
が
71
個
、
合
計
２
７
８

個
の
申
請
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
募

集
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
募
集

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
市

報
で
お
知
ら
せ
し
た
い
。

質
問
　
こ
の
他
、
観
光
振
興
に
つ
い

て
、
高
齢
者
の
終
活
サ
ポ
ー
ト
に
つ

い
て
な
ど
質
問
し
た
。

今
後
設
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
検

討
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る

保
冷
剤
や
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
を
下
校

時
に
使
え
る
よ
う
に
冷
凍
庫
の
設
置

が
必
要
で
は
？

質
問
　
友
好
都
市
な
ど
の
都
市
間
交

流
は
、
市
民
や
民
間
団
体
の
交
流
を

き
っ
か
け
に
、
行
政
間
の
交
流
へ
発

展
す
る「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
」も
考
え

ら
れ
る
。
日
田
市
で
も
民
間
レ
ベ
ル

で
交
流
が
続
い
て
い
る
事
例
が
あ
り
、

こ
う
し
た
交
流
を
都
市
間
交
流
へ
発

展
さ
せ
て
い
く
可
能
性
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
伺
う
。

部
長
　
交
流
都
市
の
選
定
に
は
明
確

な
基
準
は
な
い
が
、
交
流
の
積
み
重

ね
や
歴
史
、
文
化
、
観
光
、
産
業
な

ど
の
共
通
点
、
双
方
の
地
域
課
題
、

連
携
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
総
合

的
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

質
問
　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
民
間
交

流
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
都
市
を
想

定
し
た
調
査
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

部
長
　
現
時
点
で
は
、
調
査
は
行
っ

て
い
な
い
。
今
後
、
新
た
な
交
流
を

考
え
る
際
に
は
、
本
市
の
発
展
や
魅

力
発
信
に
つ
な
が
る
有
益
な
交
流
と

な
る
か
を
見
極
め
、
慎
重
に
判
断
し

て
い
く
。

質
問
　
こ
の
他
、
文
化・芸
術・ス
ポ
ー

ツ
・
観
光
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

交
流
の
積
み
重
ね
や
産
業
な
ど
の
共

通
点
、
連
携
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
な
ど

を
総
合
的
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る

民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
を
都
市
間
交

流
へ
発
展
さ
せ
て
い
く
可
能
性
に
つ

い
て
伺
う

公明党

松野　勝美 議員

無所属

髙倉　貴子 議員

ひた市議会だより　2026.10●　10　●

市議会だより



一 般 質 問

一 般 質 問

質 

問

質 

問

回 
答

回 

答

質
問
　
清
流
バ
イ
パ
ス
の
設
置
を
望

む
我
々
に
と
っ
て
、
こ
の
揚
水
発
電

の
事
業
を
九
電
、
九
地
整
に
対
す
る

絶
好
の
交
渉
材
料
と
し
て
対
応
す
る

考
え
は
あ
る
か
尋
ね
る
。

市
長
　
長
年
の
願
い
で
あ
る
水
質
改

善
な
ど
を
実
現
す
る
一
つ
の
好
機
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
三
隈
川
の
現
状
に
つ
い
て
は
、

今
も「
清
流
と
言
え
る
状
態
で
は
な

い
」と
の
認
識
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

ま
た
、
首
長
と
し
て
、
政
治
レ
ベ
ル

で
こ
れ
ま
で
ど
う
対
応
し
て
き
た
か
。

市
長
　
認
識
に
変
わ
り
な
い
。
国
交

省
か
ら
川
の
専
門
家
を
副
市
長
に
迎

え
、
調
整
を
進
め
て
い
く
。
私
自
身

も
清
流
復
活
に
向
け
て
取
り
組
む
。

質
問
　
国
の
顔
色
を
伺
う
よ
う
な
対

応
で
は
な
く
、
日
田
市
が
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
ち
、
主
導
権
を
主
張
し
、「
利
用

さ
れ
る
側
」か
ら「
利
用
す
る
側
」へ

転
嫁
し
て
頂
き
た
い
。

市
長
　
顔
を
伺
う
よ
う
な
事
は
一
切

な
い
。
是
非
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

水
質
改
善
な
ど
を
実
現
す
る
一
つ
の

好
機
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

下
筌
・
松
原
ダ
ム
に
お
け
る
揚
水
発

電
の
導
入
計
画
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
う

質
問
　
野
良
猫
の
問
題
は
、
国
の
法

律
で
あ
る
動
物
愛
護
法
で
取
り
締
ま

る
の
は
事
実
上
、
不
可
能
で
あ
る
。

更
に
猫
の
生
態
は
一
万
年
前
か
ら
変

わ
っ
て
お
ら
ず
、
変
わ
っ
た
の
は
猫

を
取
り
巻
く
環
境
が
変
わ
っ
て
い
る

事
で
あ
る
。
い
ろ
ん
な
法
律
や
条
例

に
よ
り
規
制
さ
れ
、
制
約
だ
ら
け
で

直
接
的
な
関
与
も
出
来
な
い
。
近
隣

住
民
の
皆
さ
ん
は
た
だ
た
だ
生
活
環

境
を
良
く
し
よ
う
、
小
さ
な
命
を
大

切
に
し
よ
う
、
そ
の
思
い
だ
け
で
手

を
貸
し
て
い
る
。
野
良
猫
に
手
術
を

し
て
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い
。
そ

こ
か
ら
地
域
猫
と
し
て
命
尽
き
る
ま

で
、
そ
の
地
域
で
飼
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
こ
の
問
題
が
起
き
な
い
様

に
す
る
事
が
最
善
の
策
で
あ
る
が
ど

う
考
え
る
の
か
。

市
長
　
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
市

民
の
皆
様
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

対
し
て
、
本
当
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

不
妊
手
術
に
つ
い
て
は
成
果
が
上
が

り
、
苦
情
相
談
も
減
っ
て
い
る
。
今

後
は
市
民
、
関
係
者
の
方
の
話
を
し

っ
か
り
聞
い
て
対
策

を
打
っ
て
い
く
。

市
と
し
て
は
ど
の
様
な
対
応
が
出
来

る
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
関
係
者
と

話
合
い
対
応
を
考
え
る

猫
の
不
適
切
飼
育
の
問
題
は
、
今
の

方
針
で
本
当
に
解
決
す
る
の
か

佐藤　孝彰 議員
新世ひた

市政クラブ

宮﨑　陽治 議員
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一 般 質 問

一 般 質 問

質 

問

質 

問

回 
答

回 

答

質
問
　
粗
大
ご
み
の
処
分
は
、
民
間

業
者
に
依
頼
す
れ
ば
、
搬
出
、
運
搬

等
に
大
き
な
費
用
が
か
か
る
。
高
齢

で
車
が
な
い
人
、
近
く
に
親
族
も
い

な
い
人
、
生
活
困
窮
者
な
ど
は
大
変
。

県
内
８
市
は
支
援
の
制
度
が
あ
る
が
、

制
度
を
創
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
ま
ず
は
実
態
を
調
査
し
、
何

が
で
き
る
か
検
討
す
る
。

質
問
　
月
隈
公
園
は
、
樹
木
の
繁
茂

に
よ
る
眺
望
の
遮
り
、
園
内
の
暗
さ

な
ど
管
理
に
問
題
が
あ
る
。
市
民
や

観
光
客
に
親
し
ま
れ
る
公
園
に
す
る

た
め
協
議
会
等
が
必
要
で
は
な
い
か
。

部
長
　
樹
木
が
眺
望
な
ど
に
影
響
し

て
い
る
が
、
保
全
と
剪
定
、
伐
採
を

め
ぐ
る
意
見
の
調
整
が
必
要
。
計
画

的
な
樹
木
管
理
を
検
討
す
る
た
め
に

関
係
者
の
調
整
に
努
め
る
。
現
地
を

一
緒
に
確
認
し
、
関
係
団
体
の
意
見

を
す
り
合
わ
せ
る
機
会
を
設
け
る
。

質
問
　
雨
水
幹
線
に
か
か
る
通
路
橋

で
、
使
用
が
住
宅
地
の
場
合
は
、
占

用
料
を
減
免
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長
　
住
宅
地
に
つ
な
が
る
通
路
橋

は
、
減
免
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

何
が
で
き
る
か
検
討
す
る

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
生
活
困
窮
者

な
ど
の
粗
大
ご
み
の
処
分
に
支
援
制

度
を
創
設
す
る
考
え
は
な
い
か

質
問
　
日
常
時
と
非
常
時
と
い
う
区

別
を
な
く
し
、
普
段
か
ら
使
用
し
て

い
る
も
の
を
災
害
時
に
も
役
立
て
よ

う
と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
考
え

方
を
ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

部
長
　
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
は
備
え
な

い
防
災
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
非
常
に

重
要
な
視
点
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
食
品
、
日
用
品
の
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
、
ア
ウ
ト
ド
ア
用

品
な
ど
の
活
用
、
災
害
時
で
の
活
用

を
視
野
に
入
れ
た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

な
ど
の
取
組
を
推
奨
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
車
中
泊
で
の
避
難
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
取
組
な
の
か
。

部
長
　
指
定
避
難
所
で
車
中
泊
避
難

者
へ
の
声
か
け
や
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
症
候
群
等
の
健
康
上
の
留
意
点
の

啓
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問
　
自
治
体
職
員
に
お
け
る
防
災

人
材
の
育
成
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長
　
担
当
職
員
の
外
部
研
修
に
お

け
る
防
災
知
識
と
専
門
的
知
識
の
習

得
や
過
去
の
災
害
対
応
を
経
験
し
た

職
員
が
後
継
者
へ
の
知
識
と
経
験
の

伝
承
と
育
成
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

非
常
に
重
要
な
視
点
で
あ
る

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
考
え
方
を
ど
の

よ
う
に
思
う
か

大谷　敏彰 議員
日本共産党

公明党

坂本　茂 議員
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歳
入
補
正（
第
2
号
）は
、
大
雨
に

よ
り
被
災
し
た
市
道
等
の
応
急
復
旧

に
対
す
る
国
庫
支
出
金
な
ど
の
増
額

が
主
な
も
の
で
す
。
ま
た
、
補
正
予

算（
第
3
号
）は
、
災
害
復
旧
事
業
に

対
す
る
国
庫
支
出
金
な
ど
の
増
額
が

主
な
も
の
で
す
。

●
日
田
市
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
改
正

　
来
年
3
月
末
、
同
セ
ン
タ
ー
の
バ

イ
オ
マ
ス
受
け
入
れ
停
止
に
伴
い
、

関
連
す
る
3
つ
の
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　
4
月
か
ら
は
、
受
け
入
れ
た
バ
イ

オ
マ
ス
の
処
理
と
残
渣
物
の
除
去
作

業
及
び
施
設
の
解
体
実
施
設
計
業
務

を
行
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
停
止
後
に
向
け
て
、
今
後
の
職
員

体
制
や
跡
地
利
用
の
検
討
、
市
民
や

事
業
者
等
に
対
す
る
丁
寧
な
周
知
を

行
う
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

●
美
化
活
動
推
進
事
業

　
来
年
4
月
か
ら
の
生
ご
み
分
別
収

集
廃
止
を
前
に
、
現
行
の
ゴ
ミ
集
積

所
の
施
設
購
入
費
補
助
事
業
に
、
新

た
に
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
購
入
も
対
象
と

な
る
も
の
で
す
。

　
委
員
か
ら
は「
市
内
に
は
集
積
箱
等

が
未
設
置
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

６
０
０
ヶ
所
あ
る
中
で
、
２
０
０
ヶ

所
分
の
予
算
は
不
足
で
は
な
い
か
」

「
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
カ
バ
ー
だ
け
で
カ
ラ

ス
の
食
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の

か
」な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
今
後
は
設

置
後
の
状
況
を
十
分
検
証
し
な
が
ら
、

対
応
策
を
講
じ
る
よ
う
要
望
し
ま
し

た
。

●
地
域
中
核
病
院
医
療
提
供
体
制
確

保
事
業
１
億
１
１
９
１
万
１
千
円

　
本
委
員
会
は
、
西
部
医
療
圏
の
医

療
体
制
を
守
る
た
め
、
済
生
会
日
田

病
院
の
構
造
的
赤
字
を
補
填
し
、
中

核
病
院
の
機
能
を
維
持
す
る
財
政
支

援
を
審
査
し
ま
し
た
。
日
田
市
・
玖

珠
町
・
九
重
町
の
支
援
総
額
は

１
億
１
１
９
１
万
１
千
円
で
、
日
田

市
の
負
担
は
７
９
３
４
万
６
千
円
で

す
。
支
援
は
令
和
８
年
度
か
ら
５
年

間
と
し
、
診
療
体
制
の
見
直
し
な
ど

が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
、

支
援
の
内
容
や
支
援
額
の
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
審
査
の
中
で
は
、
施
設
の
老
朽
化

へ
の
対
応
や
、
診
療
報
酬
改
定
に
よ

る
収
益
増
の
見
込
み
を
確
認
し
ま
し

た
。
本
委
員
会
は
、
病
院
に
対
し
て

経
営
健
全
化
な
ど
支
援
条
件
の
着
実

な
履
行
を
求
め
る
と
と
も
に
、
高
額

な
医
療
機
器
の
更
新
に
つ
い
て
、
市

か
ら
も
国
・
県
へ
補
助
予
算
の
確
保

を
強
く
働
き
か
け
る
よ
う
要
望
し
ま

し
た
。

●
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
や
家
族
の
居

場
所「
ひ
た
ポ
ル
ト
」の
体
制
を
強
化

す
る
た
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

委
託
料
３
４
９
万
４
千
円
の
増
額
を

審
査
し
ま
し
た
。
委
員
か
ら
、
利
用

者
の
受
け
入
れ
や
事
業
内
容
、
近
隣

住
民
へ
の
周
知
、
住
民
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
と
生
活
の
平
穏
、
利
用
者
の
匿

名
性
の
確
保
、
複
数
の
居
場
所
づ
く

り
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
は
、
住
民
と
の
関
係
構
築
、

市
と
社
協
の
役
割
や
社
協
職
員
の
専

門
性
の
明
確
化
を
図
り
、
実
効
的
な

支
援
と
き
め
細
か
な
事
業
執
行
に
努

め
る
よ
う
付
言
し
ま
し
た
。

報 告

各
委
員
会
の
　
　
　

各
委
員
会
の
　
　
　

議
案
等
の
審
査
結
果

議
案
等
の
審
査
結
果

総
務
環
境
委
員
会 

令
和
８
年
度
日
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
専
決
分
）１
億
１
４

２
１
万
５
千
円
を
承
認
。
令
和

８
年
度
日
田
市
一
般
会
計
補
正

予
算
５
億
６
４
２
万
１
千
円
を

可
決

教
育
福
祉
委
員
会 

済
生
会
日
田
病
院
に
5
年
間
の

財
政
支
援
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産
業
建
設
委
員
会 

旧
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
利
活

用
の
方
向
性
の
早
期
決
定
を
求

め
る

●
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
管
理
費

　
本
年
３
月
末
の
公
益
財
団
法
人
解

散
に
伴
い
、
市
へ
無
償
譲
渡
さ
れ
た

日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
、
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
の

変
圧
器
の
取
替
修
繕
や
コ
ン
デ
ン
サ

の
処
分
、
雨
漏
り
箇
所
の
部
分
補
修

を
行
う
も
の
で
す
。

　
無
償
譲
渡
の
方
針
は
昨
年
度
中
か

ら
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
譲
渡

前
に
施
設
の
状
況
や
必
要
な
修
繕
等

を
把
握
し
、
適
切
な
時
期
に
議
会
へ

報
告
す
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
、
施
設
等
の
譲
渡
を
受

け
る
際
に
は
、

十
分
な
引
継
ぎ

と
事
前
確
認
を

行
う
こ
と
、
併

せ
て
、
今
後
の

利
活
用
の
方
向

性
を
早
期
に
決

定
し
、
方
向
性
に
沿
っ
た
適
切
な
維

持
管
理
を
行
う
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

●
魅
力
発
信
事
業

　「
美
食
都
市
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
６
」

の
受
賞
を
契
機
に
、
日
田
産
食
材
の

価
値
向
上
や
認
知
拡
大
、
販
路
の
多

角
化
を
図
る
た
め
、
メ
ニ
ュ
ー
フ
ェ

ア
や
産
地
視
察
会
、
生
産
者
の
自
走

化
支
援
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

　
一
過
性
の
取
組
と
な
ら
な
い
よ
う
、

単
に
委
託
先
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

生
産
者
の
所
得
向
上
や
継
続
的
な
販

路
形
成
に
つ
な
げ
る
た
め
、
市
と
し

て
積
極
的
に
関
与
す
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。

●
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）

　
本
年
６
月
の
大
雨
に
よ
り
被
災
し

た
中
野
雨
水
幹
線
の
護
岸
等
を
復
旧

す
る
も
の
で
す
。
応
急
対
応
を
行
っ

て
い
る
も
の
の
、護
岸
崩
壊
や
ク
ラ
ッ

ク
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
周

辺
住
宅
や
店
舗
の
安
全
確
保
の
た
め
、

早
期
の
復
旧
に
努
め
る
と
と
も
に
、

近
年
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
内
水
氾
濫

に
備
え
、
施
設
整
備
を
進
め
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。

 

　
次
の
意
見
書
を
採
択
し
、
関
係
機

関
に
送
付
し
ま
し
た
。

●
ひ
き
こ
も
り
基
本
法
の
早
期
制
定

を
求
め
る
意
見
書

　
ひ
き
こ
も
り
は
、
福
祉
や
医
療
の

分
野
に
限
ら
れ
る
課
題
で
は
な
く
、

教
育
、
雇
用
、
人
権
、
地
域
づ
く
り

な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
関
わ
る
社
会

全
体
の
課
題
で
あ
る
。
本
人
の
尊
厳

と
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
必
要
な
支
援

に
つ
な
が
り
な
が
ら
自
分
ら
し
く
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す

る
と
と
も
に
、
ひ
き
こ
も
り
に
対
す

る
正
し
い
理
解
を
社
会
全
体
に
広
げ
、

誤
解
や
偏
見
の
な
い
地
域
社
会
を
築

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
国
の
責
務
を
明
確
に
し
、
支

援
の
充
実
と
理
解
促
進
を
一
体
的
に

推
進
す
る
法
的
基
盤
の
整
備
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
下
記
事
項
を

実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
も
の
。

１
．
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
基
本
理

念
を
定
め
、
本
人
の
尊
厳
の
尊
重
、

社
会
全
体
の
理
解
促
進
並
び
に
偏

見
及
び
誤
解
の
解
消
を
基
本
と
す

る
と
と
も
に
、
国
及
び
地
方
公
共

団
体
の
責
務
を
明
確
に
し
、
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
施
策
を
推
進
す

る
た
め
、「
ひ
き
こ
も
り
基
本
法
」

を
制
定
す
る
こ
と
。

２
．
本
人
の
尊
厳
及
び
意
思
を
尊
重

し
た
支
援
を
基
本
と
し
、
相
談
支

援
、
居
場
所
づ
く
り
、
社
会
参
加

支
援
、
人
材
育
成
並
び
に
家
族
支

援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

３
．
地
域
に
よ
る
支
援
格
差
を
解
消

す
る
た
め
、
全
国
の
ど
こ
に
居
住

し
て
い
て
も
必
要
な
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
。

４
．
ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
正
し
い

理
解
を
広
げ
、
偏
見
及
び
誤
解
の

解
消
を
図
る
た
め
、
国
民
へ
の
啓

発
及
び
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
。

５
．施
策
の
立
案
及
び
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
本
人
及
び
家
族
の
意
見
を

適
切
に
反
映
す
る
仕
組
み
を
整
備

す
る
こ
と
。

６
．
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
実
態
調

査
及
び
施
策
の
効
果
検
証
を
継
続

的
に
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
施
策

意
見
書

旧 日田玖珠地域産業振興センター
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に
反
映
す
る
こ
と
。

●
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す

る
意
見
書

　
２
０
２
７
年
度
政
府
予
算
及
び
地

方
財
政
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
物

価
高
騰
や
賃
金
上
昇
に
伴
う
行
政
コ

ス
ト
の
増
大
を
的
確
に
反
映
し
、
社

会
全
体
で
求
め
ら
れ
て
い
る
賃
上
げ

基
調
と
相
応
す
る
人
件
費
の
確
保
を

は
じ
め
、
一
般
財
源
総
額
の
さ
ら
な

る
充
実
が
図
ら
れ
る
地
方
財
政
の
確

立
を
目
指
す
よ
う
、
次
の
10
項
目
に

つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
要
望

す
る
も
の
。

１
．社
会
保
障
の
充
実
、地
域
活
性
化
、

自
治
体
DX
、
脱
炭
素
化
、
物
価
高

騰
対
策
、
教
育
の
無
償
化
、
防
災
・

減
災
、
地
域
公
共
交
通
の
再
構
築

な
ど
、
増
大
す
る
地
方
自
治
体
の

財
政
需
要
を
的
確
に
把
握
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
を
支
え
る
人
件
費

を
重
視
し
つ
つ
、
現
行
の
水
準
に

と
ど
ま
ら
な
い
、
よ
り
積
極
的
な

地
方
財
源
の
確
保
・
充
実
を
図
る

こ
と
。

２
．子
育
て
対
策
、地
域
医
療
の
確
保
、

介
護
や
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援

な
ど
、
よ
り
高
ま
り
つ
つ
あ
る
社

会
保
障
ニ
ー
ズ
が
自
治
体
の
一
般

行
政
経
費
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
地
方
単
独
事
業

分
も
含
め
、
十
分
な
社
会
保
障
経

費
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。
加
え
て
、

こ
れ
ら
の
分
野
を
支
え
る
人
材
確

保
に
む
け
た
自
治
体
の
取
り
組
み

を
十
分
に
支
え
る
財
政
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。

３
．
地
方
交
付
税
の
法
定
率
を
引
き

上
げ
る
な
ど
し
、
引
き
続
き
臨
時

財
政
対
策
債
に
頼
ら
な
い
、
よ
り

自
律
的
な
地
方
財
政
の
確
立
に
取

り
組
む
こ
と
。

４
．
政
府
が
減
税
政
策
を
検
討
す
る

際
は
、
地
方
財
政
を
棄
損
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め「
国

と
地
方
の
協
議
の
場
」を
活
用
す
る

な
ど
し
、
特
段
の
配
慮
を
行
う
と

と
も
に
、
地
方
財
政
へ
の
影
響
が

想
定
さ
れ
る
場
合
は
確
実
に
そ
の

補
填
を
行
う
こ
と
。

５
．「
地
方
創
生
推
進
費
」と
し
て
確

保
さ
れ
て
い
る
１
兆
円
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
行
政
需
要
に
お
い
て

不
可
欠
な
規
模
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
恒
久
的
財
源
と
し
て
よ

り
明
確
に
位
置
付
け
る
こ
と
。

６
．
２
０
２
７
年
度
の
給
与
改
定
に

備
え
、
十
分
な
給
与
改
定
費
等
を

措
置
す
る
と
と
も
に
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
さ
ら
な
る
処
遇
改
善

の
た
め
、
十
分
な
財
政
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。

７
．
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け
る
自
治
体

業
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通

化
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
移
行

に
よ
っ
て
増
額
し
た
各
種
経
費
に

つ
い
て
、
国
の
責
任
に
お
い
て
必

要
な
財
源
を
補
填
す
る
こ
と
。
ま

た
、
戸
籍
等
へ
の
記
載
事
項
に
お

け
る「
氏
名
の
振
り
仮
名
」の
法
制

化
や
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

基
盤
と
し
た
健
康
保
険
証
・
運
転

免
許
証
と
の
機
能
統
合
、
自
治
体

の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

強
化
な
ど
、
自
治
体
DX
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
改
修
や
事
務
負
担
、
人
件

費
の
増
大
が
想
定
さ
れ
る
際
は
、

十
分
な
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。

８
．
地
域
の
活
性
化
に
む
け
て
、
そ

の
存
在
意
義
が
改
め
て
重
視
さ
れ

て
い
る
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
、

公
共
交
通
専
任
担
当
者
の
確
保
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
・

子
育
て
政
策
と
同
様
、
普
通
交
付

税
の
個
別
算
定
項
目
に
位
置
付
け
、

一
層
の
施
策
充
実
を
図
る
こ
と
。

９
．
人
口
減
少
に
直
面
す
る
小
規
模

自
治
体
を
支
援
す
る
た
め
、
段
階

補
正
を
拡
充
す
る
な
ど
、
地
方
交

付
税
の
財
源
保
障
機
能
・
財
政
調

整
機
能
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

10
．
自
治
体
が
実
施
す
る
事
業
に
お

い
て
、
労
務
費
の
適
切
な
価
格
転

嫁
が
果
た
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続

き
必
要
な
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。
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第
79
回
大
分
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
開
催
さ
れ
、
議
員
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
は
悪
天
候
の
た
め
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
９
月
13
日（
日
）の
陸
上

競
技
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
１
０
０
ｍ
個
人
と
４
×

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、
と
も
に
３
位
と

な
り
、
表
彰
台
に
の
ぼ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
日
田
市
議
会
で
は
、
毎
年
春
と
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
街

頭
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
日
田
警
察
署
や
大
分
県

交
通
安
全
協
会
日
田
支
部
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
期
間
中
の
９
月
25
日（
金
）午
後

５
時
過
ぎ
か
ら
、
市
役
所
前
交
差
点

で
車
の
運
転
手
や
歩
行
者
な
ど
に
交

通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　日田市議会では、ホームページを開設しています。このホームページでは、
市議会の結果などを掲載するほか、過去の会議録も検索できます。
　また、市立淡窓図書館、各振興センター、振興局、地区公民館には、
会議録を備えています。9月定例会の会議録は、12月上旬から閲覧すること
ができます。

https://www.city.hita.oita.jp/site/gikai/

ホームページのご案内

大
分
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

陸
上
競
技

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

― 

議
員
が
街
頭
活
動 

―

議
会
の
う
ご
き

リレー表彰式の写真

開始式の様子

　日田市特別職報酬等審議会からの答申を受けて、市から日田市特別職の給与及び市議会議員の報酬を改定する各議案が
提出され、令和８年第３回定例会において全会一致で可決しました。施行の時期は令和９年４月１日からです。

区　分
給料（報酬）月額

主な答申の内容
改 定 後 改 定 前 差 　 額

市　長 892,000円 872,000円 ＋20,000円 職責の重さや他市の状況を踏まえたもの
※副市長は改定なし。教育長 612,000円 602,000円 ＋10,000円

議　長 457,000円 447,000円 ＋10,000円 定数が2名削減されたことも考慮し、まずは平成
26年の減額分を元の水準に戻すことが適当であ
ると判断されたもの

副議長 403,000円 393,000円 ＋10,000円
議　員 392,000円 382,000円 ＋10,000円

市長等特別職の給与額及び市議会議員の報酬額の改定について
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次
の
方
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

川
﨑
　
絵
美
氏
（
中
央
2
）

　
次
の
方
々
を
委
嘱
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

和
田
　
秀
秋
氏
（
源
栄
町
）

田
邉
　
德
子
氏
（
隈
２
）

一
木
　
俊
廣
氏
（
淡
窓
１
）

佐
藤
香
津
子
氏
（
前
津
江
町
）

河
津
　
　
亮
氏
（
中
央
１
）

　
次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

河
津
　
智
顕
氏
（
大
山
町
）

日
田
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命

日
田
市
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
審
査
会
委
員
の
委
嘱

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

自治会や老人会等の各種団体の総会に案内を受けた
議員が、ご祝儀やお酒を持参して出席することが
できますか。

Ｑ

ご祝儀やお酒は寄附に当たりますので、罰則をもっ
て禁止されています。A

地区のお祭等に際し、議員がお酒、ご祝儀を出すこ
とができますか。Ｑ
寄附に当たりますので、罰則をもって禁止されてい
ます。A

公職選挙法（寄附行為）に関するＱ＆Ａ

　この他、議員が、地区運動会などで寸志・ご祝儀やお酒
を出すこと、親族以外へ贈るお中元・お歳暮・病気見舞い・
入学祝いなど、従来から慣行として行われていることで
あっても、寄附に当たりますので禁止されています。
　また、議員に対し、市民がこれらを求めることも違反と
なります。

虚礼廃止に ご理解とご協力を! 　ひた市議会だよりをご愛読
いただき、ありがとうござい
ます。議会だよりをご覧になっ
たご意見・ご感想をお聞かせ
ください。いただきました
ご意見等は、皆様からの貴重
な声として、参考にさせてい
ただきます。

ＦＡＸ

２２－８２４９

メール

gikai@city.hita.lg.jp

意 見 募 集意 見 募 集

※日程は変更になる場合があります。

第4回（12月）定例会の予定

12月 2日（水）
9日（水）
10日（木）
11日（金）
15日（火）
16日（水）
17日（木）
18日（金）
22日（火）

本会議（議案説明）

　本会議（一般質問）

　本会議（議案質疑）　

委員会（議案審査）

　本会議（討論・採決）

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

意 見 募 集意 見 募 集
　ひた市議会だよりをご愛読いただき、ありがとうござい
ます。議会だよりをご覧になったご意見・ご感想をお聞か
せください。いただきましたご意見等は、皆様からの貴重
な声として、参考にさせていただきます。

ＦＡＸ

メール

２２－８２４９
gikai@city.hita.lg.jp

　一般質問はＫＣＶコミュニケーションズで生中継し、
後日、録画放映も行っていますので、是非ご視聴くだ
さい。なお、閉会日についても後日録画放映を行って
います。

本会議のテレビ中継
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ともにつくる　一人ひとりが主役の　ひ　た

市議会だより

●第3回定例会で審議した議案とその結果など

●市政に反映、皆さんの声（一般質問） 

● 各委員会の議案等の審査結果など

●議会の動き、人事案件など

●インタビュー、編集後記　

…Ｐ2～Ｐ3

…Ｐ4～Ｐ12

…Ｐ13～Ｐ15

…Ｐ16～Ｐ17

…Ｐ18

も　く　　じ

笑 楽 老の会の皆さん
しょうらく ろう

編
集
後
記

表
紙
の
皆
さ
ん

　
今
回
は
天
瀬
町
女
子
畑
の
ク
ラ
ブ

「
笑
楽
老
の
会
」に
お
話
し
を
伺
い
ま

し
た
。
こ
の
笑
楽
老
の
名
前
の
由
来

は
、（
笑
っ
て
・
楽
し
く
・
年
を
重
ね

ま
し
ょ
う
）と
い
う
意
味
で
あ
り
、
今

ま
で
仕
事
ば
か
り
で
頑
張
っ
て
き
た

み
ん
な
だ
け
ど
、
た
ま
に
は
集
ま
っ

て
、
わ
い
わ
い
が
や
が
や
楽
し
み
ま

し
ょ
う
と
い
う
気
持
ち
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
会
長
は
小
野
保
夫
さ
ん
で
、

会
員
は
現
在
26
名
で
す
。
会
員
の
年

齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
主
に

旧
台
小
学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を

使
っ
て
月
に
１
回
の
定
例
会
を
行
い
、

年
に
２
回
を
目
標
に
社
会
奉
仕
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
定
例
会
で
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
健
康
体
操
を
行

い
、
奉
仕
活
動
で
は
、
道
路
の
草
刈

り
と
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

県
道
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃

　
令
和
８
年
９
月
に
社
会
奉
仕
活
動

の
一
環
で
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。
県
道
岩
戸
五
馬
日
田
線

の
敬
天
荘
付
近
か
ら
旧
台
小
学
校
方

面
ま
で
、
時
間
の
許
す
限
り
頑
張
り

ま
し
た
。
な
ん
と
50
か
所
も
磨
き
ま

し
た
。
ま
た
脚
立
や
踏
み
台
を
使
う

と
危
険
が
増
え
る
の
で
、
各
自
、
工

夫
し
た
掃
除
用
具
を
持
っ
て
来
て
い

ま
し
た
。
ど
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
も
ピ

カ
ピ
カ
で
、
つ
い
お
色
直
し
を
し
て

し
ま
い
そ
う
で
す
。

秋
の
収
穫
祭
へ
の
協
力

　
毎
年
、
農
産
物
の
収
穫
を
祝
い
、

女
子
畑
地
区
収
穫
祭
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
自
治
会
や
地
域
の
子
ど
も
会

そ
し
て
笑
楽
老
の
会
と
協
力
し
て
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
小
野
会
長
は
、

女
子
畑
自
治
会
長
も
兼
任
し
て
お
り
、

各
団
体
と
連
携
を
図
り
、
地
域
行
事

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

コ
ス
モ
ス
会
へ
の
参
加

　
こ
の
コ
ス
モ
ス
会
は
佐
藤
千
賀
子

さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
健
康
づ
く
り

の
会
で
す
。
第
二
・
第
四
木
曜
日
に

開
催
し
て
、
主
に
料
理
教
室
や
健
康

体
操
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
出
来
ま
す
。

　
笑
楽
老
の
会
発
足
前
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
が
あ
り
、
会
員
が
6
、
7
人
で

活
動
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
少
人

数
で
高
齢
の
た
め
、
活
動
は
あ
ま
り

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

小
野
会
長
は
高
齢
者
だ
け
で
は
な

く
、
地
区
の
女
性
会（
八
華
会
）十

数
名
と
子
ど
も
会
を
合
流
さ
せ
、

年
齢
層
に
幅
を
持
た
せ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、一人
に
係
る
負
担
が
減
り
、

長
く
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
の
中
で
も
、
一
人
ひ
と
り

が
や
れ
る
こ
と
、
出
来
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
。
先
ず
は
皆
で
集
ま
っ
て
、

笑
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
そ
ん
な

ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
会
で

す
。
小
野
会
長
は
、「
元
気
に
健
康

で
い
つ
も
笑
い
の
あ
る
ク
ラ
ブ
に
し

た
い
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
お
身

体
を
大
切
に
し
て
、
い
つ
ま
で
も
続

け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
太
陽
が

降
り
注
ぐ
女
子
畑
の
大
地
で
笑
顔

い
っ
ぱ
い
で
作
業
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
は
、
と
て
も
頼
も
し
く
、
は
つ
ら

つ
と
し
て
い
ま
し
た
。

　（
議
会
報
編
集
委
員
会
委
員
長

佐
藤
　
孝
彰 

）

カーブミラー清掃

女子畑地区収穫祭コスモス会
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◎
市
議
会
だ
よ
り
の
お
尋
ね
は
︑
市
議
会
事
務
局（
☎
㉒ 

８
２
１
４
）へ
︒
市
議
会
だ
よ
り
は
環
境
に
優
し
い﹁
植
物
油
イ
ン
ク
﹂を
使
用
し
て
い
ま
す
︒


